



























 近世前期（寛文・延宝頃）写。／竪三十三×横約一〇九〇センチ、 一巻。絵・合計五図、 金箔散金霞入料紙、 金銀泥極彩色画。本文料紙には金泥で草木が描かれている。全体に折れ・スレがあるが、 状態 比較的良好。 ／虎にまつわる物語を集めた絵巻。
　
このいわゆる「解題」には、さらに構成・内容等に関する具体的
説明がなされるなど、既に専門的な知見・判断が加えられ いる。それは研究の嚆矢として貴重なものであり、小稿もそこでの指摘等を起点にして議論を進めていく。 お、現在、当該 巻はどこに所
在しているか不明であり、稿者も直接は未見だが、右のウェブ上に公開された全体画像のほか、石川透氏より写真版画像を見せて頂くこともできたので、 今回はそれらに拠って考察を行っていく。また、外題・内題等のない当該絵巻 呼称については、 「解題」を尊重して『宇治拾遺虎物語』と認定しつつ、便宜それに基づく『虎物語』という略称を用いたい。その詞書本文（漢字交じり平仮名文）の引用に際しては、適宜、仮名に漢字を当て（元の仮名は振り で示す） 、濁点・句読点 会話のカギ括弧などを施すこと する。　
一方、 『宇治拾遺物語』については、古本系・小世継混入本系・
古活字本系・板本系などに大別されるが、 それら諸本と対比する 、右の『虎物語』がどの 統本文に拠っ かは判然と ない
（３）
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それが他 諸本に比べて独特なのは、やはり「虎」という特定の題材によって統一的に構成されている点にある。そのことは、 諸本中、絵入り写本の一つとして知られる吉田幸一蔵『 し長者』 （一冊。近世初期。濃彩）が、天竺の話題で共通する八五「留志長者事」と九二「五色鹿事」を折衷することで、一篇の物語に仕立てられているのに、若干通じるもの ある。また、一話のみの収録だが、出光美術館蔵『宇治拾遺物語絵巻』 （絵巻一軸。住吉具慶画。濃彩）一八九「門部府生、海賊射返ス事」を、国会 蔵『今昔物語絵詞』 （絵巻一軸。淡彩）は一一九「吾嬬人止
二生贄
一事」を絵巻化し













宇治拾遺物語より説話を抜粋・圧縮して編集し、成立したものと考えられる。なお、 「うちひ 虎を射る事」 宇治拾遺では主人公を「宗行の郎党」としているが、本資料では、 「なとのくにのうちひさ」としている。
　
ここの前半には、第一段の「龍虎の争い」に関する文章を第一話















































































































































あるもの 」 、 「あれあれ嶺よ 雲起り。俄かに降りくる雨の音。鳴
0
神稲妻天地に耀く光 うちに0000000





































































































































































































































































































































































































































すようである。そこに 二 と第四話の猛虎の舞台としての朝鮮を含めても支障ないだろうが、それ あえて「異国」とするところに、虎と虎退治をめぐって自国の単独優位を示すような対外意識が垣間見える。それと関連して、ここで「解題」の第二話についての説明を見ておこう。　　
 ②「虎の鰐取りたる事」は、 海に落ちた虎がワニ（サメの事か）に腕を噛み切られてしまったが 血の滴るその腕を海に浸してワニをおびき寄せ、近づいてき ワニを陸の上へ投げ上げ、殺してしまう話。ワニを投げ上げた虎の絵が挿入されている。
　
右の末尾に、 第二話に関する第二図が「ワニを投げ上げた虎の絵」























































































『虎物語』に「新羅」の国名が消えてしまうわけで、それは同じく統一国家を象徴する「唐」が多用されるのとは大きな違いである。そこには、対等ではない中国と朝鮮の、おそらく 服属支配の関係を内実とするような一体的認識が横 わると思われる。 そのことと、『虎物語』が中国をして日本的武勇を称賛せしめる変奏を行ったこととは、矛盾しない。
三、第三話／唐の皇帝による遣唐使絶賛























































































































































































































































と、 日本の天皇による叡感と厚遇を語って終わ のは、 両国の「帝」による連繋の妙さえ物語 かの うだ。　
例えば阿部仲麻呂、吉備真備、空海など、遣唐使の留学生や留学

















































































が合致する点に明らかだろう。このあと仮名本 『曾我物語』 には、 〝当時胎内にいて、のち出生した将軍の子「かふりよく」が、父の敵を取るべく、七歳の時、雲上龍に乗って千里の野辺に出て、虎と思って射たところ 矢が刺さって たのは苔むした石であったが さような一念をもって、のちつい 父の敵である虎を射た〟という話が展開される。石に矢 刺さる「没石」 （ 『塵袋』第六
46、東洋文庫）







虎を狙った李広の話として、真名本『曾我物語』巻第四は同じく母を害した虎を射る話を 「胡の深王」 （東洋文庫） のそれとして伝える。それらに対して、通例は李広を指す「李将軍」の遺児による復讐譚として載せるのが、仮名本『曾我物語』であった。　
それに拠った『虎物語』で見るべきは、李将軍が虎に食われた前
― 9 ―







































































































































































































































































































































































































































うだ。何より巻頭第一話に中国をメッカとする「龍虎の争い」を描いたことが大きい。逆に第二話で「新羅」を消去したように、 『宇治拾遺』の虎関係説話に見出せた中国と朝鮮の一体的な捉え方はもはや服属関係を内実とするようなものに変容している。その第二話の「慶州」における虎と鰐の格闘を、 「筑紫」ではなく「明州」の商人が目撃するという設定に改めることで、 に朝鮮猛虎 脅威を実感させるかたちをとり、それによって 第三話の遣唐使による虎退治だけでなく、第四話 長門から朝鮮に逃れ 兵の虎退治に誇示される日本的武勇をも、中国に認知させるとい 構成的展開を企てたのが、 『虎物語』であった 考えられる。　
かくして『宇治拾遺』の「虎」をめぐる主題的世界を、中国に照






























































































大学出版会、 一九九八）第六章「虎・鬼ヶ島と日本海海域史 （初出一九九三） 。
（
14）　
村井章介『アジアのなかの中世日本』 （校倉書房、 一九八八） 、















































第四部・第一章「中世日本の北と南」 （初出二〇〇四） 。そのほか、関周一「中世の日朝交流と境界意識」 （ 『交通史研究』
67、













































一三 ・一四世紀の文学』岩波書店、一九九五 ・一一） 、注
（
22）の関論文。高橋論文は、 『嘉吉物語』について「自分の持
つ能力を活かして「清水の将軍」になることができる、という隣国観」に言及し、関論文は「逃避する場所」 、 「戦争の際の逃亡先」としての高麗・朝鮮観を重視する。
（
29）　
秦野裕介「 「倭寇」と海洋史観
―「倭寇」は「日本人」だっ
たのか
―
」 （ 『立命館大学人文科学研究所紀要』
81、二〇〇二・
一二）参照。
（
30）　
原漢文・片仮名表記。北川鐡三校注『第二期戦国史料叢書６
　
島津史料集』 （人物往来社、一九六六）の訓読文に拠る。 『薩
藩旧記雑録後編二』所収
779 「高麗国御出張之文書」と同一。
※成稿に際し、 石川透氏より種々ご助言を賜った。 深謝申し上げる。
（やまぐち
　
まこと・兵庫教育大学）
